
後期基本計画（実施計画）における参考指標の変更一覧

中間目標値 目標値 中間目標値 目標値
（H26年度） （H32年度） （H26年度） （H32年度）

対前年比減 0人

（施策３）

特定健康診査の受診率

（施策３）

（施策１）

（施策１・２）

観光入込客数

（施策２）

変更前 変更後

施策 指標名（関連施策） 指標名（関連施策） 変更理由

国基準
（施策３）

他市町村との比較を可能にするため全国同じ基準で国に報
告する待機児童数の指標を加えることとあわせて、中間目標
として実態を考慮し、「対前年比減」という表現に改めた。対前年比減 0人

保育所入所待機児童数
0人 0人

保育所入所待機児
童数

市基準

60%
国が定める「特定健康診査等基本指針」にて、平成２９年度の
市町村国保の加入者に係る特定健康診査の実施率の目標
値が６０％に変更されたため、目標値を見直した。

（施策３）

2-1-2
市民一人当たりの都市
公園面積 2.88㎡/人

５㎡/人
(当面の目
標)

市民一人当たりの都市公園面積
3.23㎡/人　

1-3-2 75% 80%
特定健康診査の受診率

51%

3.40㎡/人　

中間目標値については、都市公園の面積基準の見直しによ
るものである。また、目標値については当初、緑の基本計画
の「当面の目標」としての5㎡/人としていたものを、Ｈ32年度
の目標として3.40㎡/人に変更するものである。

（施策１）

88％ 90％
新たな学習指導要領が小学校（H23）・中学校（H24)ともに全
面実施されたことに伴い、現状値を考慮し、実態に即した新
たな目標値を設定した。

72％ 75％

学校の授業が分かると答えた児童
生徒の割合

（施策１・２）

1-2-2

4-1-1

3-3-2

東日本大震災の影響で、三番瀬海浜公園の主要事業である
プール事業の廃止および潮干狩り来場者の減少などから、中
間目標値を変更した。

（施策２）

観光入込客数
1,500,000人 2,000,000人

学校の授業が分かると
答えた児童生徒の割合 100％ 100％

1,669,319人 2,000,000人
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後期基本計画（実施計画）における参考指標の変更一覧

中間目標値 目標値 中間目標値 目標値
（H26年度） （H32年度） （H26年度） （H32年度）

変更前 変更後

施策 指標名（関連施策） 指標名（関連施策） 変更理由

（施策２）

交通不便地域対策実施
地区数

（施策１）

（施策３）

男女共同参画センターから、女性相談について、児童家庭課
へ事務移管されたため、指標を変更した。

（施策３）

女性相談の件数
2,040件 2,304件

（施策３）

496件

男女共同参画センターにおける生
き方相談等の件数 460件

5-1-1

5-3-2

バリアフリー化された
市内鉄道駅の数

（段差解消）

（施策２）

35駅

（施策１）

交通不便地域対策実施箇所数
３カ所 10カ所

船橋市地域公共交通総合連携計画における交通不便地域
対策において、これまでは、重点地区（９地区）を目標値とし
ていたが、重点地区以外の交通不便地域についても対策を
実施する新たな仕組みを導入したことから箇所数に指標を変
更した。なお、交通不便地域の解消を目指すことから、本格
運行等が実施となった箇所を目標値とした。

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」
（平成18年法律第91号）に基づき、制定された「移動等円滑
化の促進に関する基本方針」が改正(平成23年3月31日告示)
され、移動等円滑化の目標に関して、1日当たりの平均的な
利用人数が3,000人以上の全ての鉄軌道駅について、平成
32年度までに、ホームドア、点状ブロックその他の視覚障害
者の転落を防止するための設備の整備等の移動等円滑化を
実施するものとされたため、指標を追加した。

（転落防止） 22駅 35駅

35駅

6-3-1

男女共同参画センター
における相談の件数 2,500件 2,800件

バリアフリー化された市
内鉄道駅の数

35駅 35駅

8地区 9地区
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